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0 .　緒　言

























1 . 1 .　オンライン授業のシステム基盤と条件
　早稲田大学は、大学管理下の教育基盤インフラである LMS（Learning 
Management System＝学習管理システム）として、それまでの「Waseda-






として、次の 3 点が新たに示された。すなわち、（ 1 ）講義資料・課題提示
による授業、（ 2 ）収録内容のオンデマンド配信による授業、及び（ 3 ）リ
アルタイム配信による授業といった、以上の 3 つのモデルである（8）。
　さらに、オンライン授業を実施するにあたっては「教室授業を LMS 利用
で代替する場合の要件」の確認が求められた。すなわち、「 1 . 担当教員か
ら学生に教材や議題の提示がある」、「 2 . 学生からの課題提出の機会、およ

















1 . 2 .　中国語初級科目の運用体制
　法学部の中国語科目は卒業に要する必修単位数における外国語科目として
8 単位（「外国語 A」）、又は10単位（「外国語 B」）の区分においてそれぞれ
科目を展開するなか、初級科目はそのうちいずれの区分においても 6 単位分
の単位数を占める。初級科目の講義は半期週 3 コマ（270分）のうち、「基













































































































































1 週（ 5 月11日〜）から「発音基礎」について 3 週 9 回（【基礎 6 回】【演
習 3 回】）においてこれを取り扱い、第 4 週（ 6 月 1 日〜）から「教科書本
編」について 8 週24回（【基礎16回】【演習 8 回】）においてこれを取り扱う
こととした。なお、「発音基礎」では講義動画として本学商学部小川利康教






2 . 2 .　コンテンツの構成
　統一オンデマンドコンテンツのコース上には次の表 2 の通り、春学期12週
分（秋学期15週分）に対して 1 週分ごとの講義セクションを設置し、一つの







講義セクション 公開期限 【基礎】 【演習】
第01週








発音基礎 5 月18日　 5 月24日
［基礎 第 3 回］
【基礎＋演習 第 4 回】





発音基礎 5 月25日　 5 月31日
［基礎 第 5 回］
【基礎＋演習 第 7 回】





教科書本編 6 月01日　 6 月07日
［基礎 第 7 回］
【基礎＋演習 第10回】























①動画メディア 動画を視聴して内容を理解し口頭練習をする 無制限 閲覧
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件については、本学の関係部局である CTLT（Center for Teaching, 
Learning and Technology）においても本年（2020年） 5 月の段階でこ
れを確認し「開発の遅れの影響」とした（CTLT のメール回答による）。


















































と音声や動画とを効果的に組み合わせることにより、前章「 2 . 1 . カリキュ
オンライン授業実施に向けた法学部中国語科目による






















有気音の弁別的対立の識別（［p, pʰ］など）、舌面音（［ʨ, ʨʰ, ɕ］）・そり舌音


















































































































and drop into 


























and drop into 











































ブアプリケーションである点において Web 標準化（Web Standards）
に準拠するものであることは見逃されてはならない。すなわち、マー
クアップ言語（Markup Language）のひとつである HTML（Hyper 
Text Markup Language、ハイパテキストマーク付け言語）の使用に





















      <meta charset=”utf-8”>
  </head>
  <body>
    <p>
   「將」に対する「<span lang=”ja”>将 </span>」は ”<span lang=”zh-
hans”>将 </span>”、「寫」に対する「<span lang=”ja”>写 </span>」は ”<span 
lang=”zh-hans”>写 </span>”である。
   </p>
  </body>
</html>
　図 1 　lang 属性を付加したソースコードの例
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様は①「すべての正答（For any correct response）」（＝満点）、②「す
べての部分的に正しい解答（For any partially correct response）」（＝
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3 . 2 .　データ変換処理（コンバータ）による問題ファイルの生成
3 . 2 . 1 .　問題の所在




















　この「ファイルから問題をインポートする」（Importing questions from 
































Waseda Moodle を利用した中国語初級科目コンテンツの構築の試み 146









　CSV ファイルの各レコードの出題内容に対応した音声を MP 3 ファイ
























　オンライン授業実施に向けて Waseda Moodle の運用基盤の上に統一オン

















1 ．Waseda Moodle のシステム仕様について：前章「 1 . 2 . 中国語初級
科目の運用体制」、「 2 . 2 . コンテンツの構成」、「 3 . 1  ［練習］コンテ
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